
紀 の 川 広報 

ひととまちをつなぐ 

◉ゴールに向かって練習中
第12回ジュニア駅伝競走大会

紀の川市選手団を紹介

◉みなさんと話し合いました
報告　移動市長室

◉表紙の写真
歴史体験教室「はにわ作り」
「どんな顔のはにわにしようかな」
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◉
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

25
年
度
か
ら
市
の
直
営
で
運
営
さ

れ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
合
併

後
、
旧
町
ご
と
に
設
置
し
、
社
会

福
祉
法
人
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り
運
営
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
業
務
の
公
平
性
・

公
正
性
の
保
持
」、「
介
護
予
防
の
推
進
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
を
重
ね
た
結
果
、
市
の
直
営
方
式
へ
の
移

行
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
は
、
市
役
所
本
庁
舎
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
各
支
所
・
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
・
社
会
福
祉
協
議
会

に
は
、
取
次
所（
ブ
ラ
ン
チ
）を
設
置
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
健
師
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
を
中

心
と
し
た
組
織
で
、
介
護
や
生
活
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
地
域
の

福
祉
事
業
所
と
の
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

の
暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す
。

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

近
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

た
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域

福
祉
の
発
展
の
た
め
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
位
置
づ
け
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

早
期
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
設
置
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に｢

関
心
が
あ
る
人｣

、｢

参
加
し
た
い
人｣

、｢

手

伝
っ
て
ほ
し
い
人｣

の
た
め
の
相
談
窓
口
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
め
、
活
動
支
援

や
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
民
向
け
の
発
信
機
能
が
不
十

分
で
あ
る
た
め
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

福
祉
向
上
に
向
け
た
様
々
な
活
動
や
地
震

災
害
な
ど
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
で
す
。

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
力
し
、
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

早
急
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
鞆
渕
・
細
野
地
区
水
道
建
設
事
業

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定

を
教
え
て
ほ
し
い
。

本
事
業
は
22
年
11
月
に
鞆
渕
・
細

野
両
地
区
の
要
望
を
受
け
、
23
年

度
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
24
年
度
に
厚
生

労
働
省
に
対
し
て
水
道
施
設
の
事
業
認
可
変

更
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

24
年
度
に
予
定
し
て
い
る
測
量
設
計
業
務

は
事
業
の
総
延
長
を
考
慮
し
、
測
量
業
務
を

３
工
区
に
分
割
し
て
い
ま
す
。

○
第
１
工
区
…
赤
沼
田
～
浦
店
ま
で
の
９
㎞

○
第
２
工
区
…
浦
店
～
め
が
ね
ま
で
の
13
㎞

○
第
３
工
区
…
め
が
ね
～
細
野
ま
で
の
７
㎞

す
で
に
測
量
設
計
業
務
の
委
託
業
者
は
決
定

し
、
８
月
下
旬
か
ら
現
地
測
量
を
実
施
、
25

年
３
月
に
測
量
設
計
業
務
の
完
了
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
総
延
長
29
㎞
、
総
事
業
費

16
億
円
余
り
の
大
事
業
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
望
ま
れ
る
、

１
日
で
も
早
い
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安

定
供
給
の
た
め
、
28
年
度
の
完
成
を
目
指

し
、
工
事
着
手
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

報告  移動市長室
24 年７月から全６回にわたり各支所・出張所で開催した移動市長室。

市長と地域の人たちが話し合った課題や要望を、抜粋・要約して紹介します。

A QQ

AQA

　７月19日木  那賀支所 　８月７日火  鞆渕出張所

　10月26日金  貴志川支所　10月11日木  桃山支所　10月２日火  粉河支所

　７月26日木  地域振興課
（打田分室）
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紀の川市
選手団

ジュニア駅伝

第12回和歌山県市町村対抗 ジュニア駅伝競走大会
２月17日日 午前11時スタート

紀三井寺公園補助競技場 → 県庁前

紀の川市選手団

全員で走り切る。
僕たち・私たちの走りを
応援してください。

21 22 23

番号（左写真と同番号）、氏名、学校名と学年、コメント　※氏名は敬称略

①松野風香（中貴志小５）駅伝メンバーに選ばれてうれしいです。カゼ
　をひかないようにして、練習についていけるようにがんばります。
　よろしくお願いします。

②尾﨑海斗（池田小６）紀の川市の代表として、最後まであきらめず走
　り、たすきをつなげたいと思います。目指すぞ１位 !!

③谷本花織（上名手小６）ジュニア駅伝の選手に選ばれたので、練習し
　て少しでもタイムをのばせるように挑戦していきたいです。最後ま
　で他のみんなと心を合わせてがんばって走ります。

④田端咲人（安楽川小６）選手団に入れてうれしいです。色々な練習を
　乗りこえ、タイムを１秒でも縮められるようにがんばります。

⑤津村旺汰（中貴志小６）選手団に選ばれたからには、自分の力を発揮
　し、優勝したいです。

⑥西原凪紗（中貴志小６）私にとっては初めてのジュニア駅伝です。練
　習した成果を十二分に発揮し、全力で走ります。応援お願いします。

⑦山田紗永（田中小６）紀の川市の代表として、今まで支えてくれた人
　に感謝して、精一杯がんばりたいです。
⑧　村圭祐（田中小６）だれにも負けたくありません！紀の川市代表と
　して、精一杯がんばりたいと思います。

⑨坂口博基（荒川中１）ジュニア駅伝のメンバーに入ることができてう
　れしいです。日々の練習を真剣に取り組み、悔いのない走りをした
　いです。がんばります。

⑩新宅康史（貴志中１）過去最高順位をねらうために、練習にはげみ、
　頑張ります。

⑪西山綾郁（粉河中１）昨年の駅伝から１年間練習してきました。本番
　で走れるように一生懸命がんばります。応援よろしくお願いします。

⑫松野春花（貴志川中１）ジュニア駅伝のメンバーに選ばれ、練習に参
　加できることがとてもうれしいです。チームに貢献できる走りが出
　来るように、一生懸命がんばります。よろしくお願いします。

⑬有松　憧（貴志川中２）紀の川市の代表となったからには、日々の練
　習に励み、優勝目指して頑張ります。

⑭有松　勇（貴志川中２）紀の川市の代表として他の市町村に負けない
　ように頑張ります。

⑮井出口　葵（打田中２）初めてのジュニア駅伝で、みんなと良い思い
　出を作り、一致団結して結果が残せるようにがんばりたいです。

⑯坂浦みなみ（荒川中２）２度目の挑戦ですが、不安なことも多いです。
　でも、自分の全力を出し切りたいと思います。支えてくださってい
　る方々に感謝して、一緒に頑張る仲間にも感謝して、一生懸命走り
　ます。本番で走れるように、そして少しでも紀の川市に貢献できる
　ようにがんばります。

⑰山根昂希（貴志川中２）紀の川市の代表選手という自覚を持って、練
　習に取り組み、本番では区間賞を狙っていきたいです。

⑱川口紗永（粉河中３）中学校生活最後の大会なので、最高の記録を残
　せるように日々の練習を精一杯頑張りたいです。

⑲迫田陸来（貴志川中３）目指すはトップ！

⑳世儀珠々日（貴志川中３）３年生で最後の大会なので、悔いのないよ
　うに精一杯がんばろうと思います。

○鈴木常二監督　○林　重孝コーチ　○赤井博志コーチ



い
ま
す
。
特
に
、学
校
施
設
の
避
難
所
で
は
、

状
況
に
応
じ
て
特
別
教
室
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
に

は
、地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
防
災
訓
練
で
は
、
避

難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

避
難
所
の
開
設
は
、
災
害
対
策
本
部
の
決

定
に
よ
り
、
市
職
員
と
施
設
管
理
者
が
行
い

ま
す
。
ま
た
、
大
雨
や
台
風
の
接
近
時
に
は

自
主
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

❸
備
蓄
食
糧
品
は
、
県
の
指
針
で
、
県
・
市
・

個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
各
１
日
分
を
備
蓄
す
る
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
備
蓄
し
て
い
る
食
糧
品
は
、
ア
ル

フ
ァ
米 
９
，４
０
０
食
、
パ
ン 

５
，３
０
０

食
、
飲
料
水
（
５
０
０
㎖
） 

１
４
，７
０
９
本

で
す
。
ま
た
、
物
品
で
は
、
発
電
機
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
、
組
立
式
ト
イ
レ
、
毛
布
な
ど
、
合

計
94
品
目
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
場
所
は
、
公
共
施
設
や
災
害
用
備

蓄
倉
庫
39
か
所
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
内

１
２
２
か
所
の
消
防
団
器
具
庫
に
は
、
救
助

工
具
、
担
架
、
リ
ヤ
カ
ー
、
発
電
機
、
投
光

器
な
ど
の
災
害
用
資
機
材
を
配
備
し
て
い
ま

す
。

❹
市
の
自
主
防
災
組
織
は
、
24
年
９
月
１
日

現
在
で
、
１
１
１
組
織
あ
り
、
組
織
率
（
設

立
数
を
自
治
区
数
な
ど
で
割
っ
た
も
の
）
は

56
％
で
す
。
防
災
上
必
要
な
組
織
で
あ
り
、

設
立
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

に
30
㎥
の
排
水
が
可
能
で
す
。（
幅
10
ｍ
・
深

さ
1.5
ｍ
の
25
ｍ
プ
ー
ル
の
水
を
、
約
13
分
で

排
水
で
き
る
計
算
で
す
。）

　

排
水
ポ
ン
プ
車
の
操
作
に
つ
い
て
は
、
出

水
時
に
適
切
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
操
作

員
（
市
職
員
22
人
）が
定
期
的
に
操
作
訓
練
を

積
ん
で
い
ま
す
。
出
動
場
所
は
、
現
地
の
状

況
を
確
認
し
、
危
険
度
の
高
い
場
所
か
ら
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◉
自
治
区
加
入
促
進
・
区
長
の
役
割
な
ど

❶
開
発
事
業
者
が
住
宅
購
入
者
・

入
居
者
に
対
し
自
治
区
へ
の
加
入

促
進
に
協
力
す
る
よ
う
指
導
で
き
な
い
か
。

❷
自
治
区
長
の
役
割
や
市
の
補
助
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し
て
は
ど
う
か
。

❶
紀
の
川
市
開
発
指
導
要
綱
に
は
、

「
自
治
区
へ
の
加
入
指
導
」
に
関
す

る
事
項
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
開
発
事
業
者

と
の
開
発
協
議
の
際
に
、
自
治
区
か
ら
の
要

望
、
注
意
事
項
、
入
居
者
の
自
治
区
加
入
な

ど
の
確
認
を
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、
開
発
協
定
書
の
指
示
事
項
に
は
、

「
自
治
区
内
で
の
調
整
事
項
・
会
議
・
清
掃

等
は
事
業
者
が
責
任
を
も
っ
て
自
治
区
長
と

協
議
し
、
入
居
者
に
指
導
す
る
」
と
明
記
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
業
者
が
入
居
者
に

対
し
て
、
自
治
区
名
、
自
治
区
と
の
協
議
で

決
定
し
た
事
項
等
（
自
治
区
加
入
の
有
無
、

ゴ
ミ
集
積
場
の
場
所
、
区
の
清
掃
時
期
等
）

を
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

❶
前
川
の
浸
水
被
害
対
策
は
、
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
る
遊
水
地
の

減
少
や
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
区
長
を
は
じ
め
桃
山

地
区
全
体
か
ら
も
水
害
対
策
に
つ
い
て
の
要

望
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
河
川
を
管
理
す
る
県
に
対

し
、
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
や
河
川
内
の
樹
木
の
伐
採
な
ど
、

適
正
な
管
理
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
県

か
ら
は
、
那
賀
管
内
の
河
川
関
係
予
算
の
範

囲
内
で
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
る
と

回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

国
が
ま
も
な
く
策
定
す
る
「
紀
の
川
水
系

河
川
整
備
計
画
」
の
中
で
は
、
桃
山
・
貴
志

川
に
関
連
す
る
部
分
と
し
て
、
岩
出
井
堰
の

改
修
が
重
要
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
機
場
の
設
置
に
関
し
て
は
、
岩
出
井

堰
改
修
の
効
果
や
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
に
よ
る
山
地
排
水
対
策
の
効
果
な
ど
を
検

証
し
、
浸
水
の
頻
度
や
投
資
効
果
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
た
う
え
で
、
検
討
し
て
い
く

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
間
も

浸
水
被
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ

　

毎
年
４
月
に
は
、
旧
町
単
位
で
各
区
長
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
６
月
に
は
市
と
自
治
連

絡
協
議
会
が
合
同
で
全
体
区
長
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
時
間
の
都
合
も
あ
り
質
問
の

機
会
も
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

質
問
の
勉
強
会
の
開
催
は
、
自
治
区
に

と
っ
て
も
、
市
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る

取
り
組
み
で
す
。
地
域
振
興
課
、
各
支
所
、

出
張
所
に
は
区
長
会
担
当
者
を
配
置
し
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

■　
　
　

■　
　
　

■

　

移
動
市
長
室
は
、市
長
が
市
民
の
み
な
さ

ん
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の

声
を
よ
り
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
動
市
長
室
で
は
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
地
域
の
様
々
な
要
望
や
提
案
を
い

た
だ
き
、
じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
は
、
自
治
区
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
、
自
治
区
単
位
で
の
懇
談
会
な
ど
に

も
出
席
し
ま
す
。

◉
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

❶
避
難
所
情
報
が
把
握
で
き
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
共
施
設
に
掲

示
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
避
難
所
へ
の
誘
導

標
識
な
ど
を
設
置
で
き
な
い
か
。

❷
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
に
対
す
る
避
難
所

対
策
は
。
避
難
所
の
開
設
方
法
も
教
え
て
ほ

し
い
。

❸
備
蓄
食
糧
品
や
防
災
備
品
の
種
類
、
数
量

お
よ
び
管
理
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

❹
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
対
策
は
。

❺
粉
河
中
学
校
の
跡
地
に
避
難
所
機
能
を
備

え
た
施
設
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

❻
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
緊
急
放
送
を
防
災
行
政
無
線
で

流
せ
な
い
か
。

❶
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
24
年
４
月
、

改
訂
版
を
各
戸
へ
配
布
し
ま
し
た
。

避
難
所
情
報
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

と
和
歌
山
電
鐡
の
市
内
各
駅
に
避
難
所
案
内

マ
ッ
プ
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
と
お
り
、
公
共
施
設
な
ど
に
案
内

マ
ッ
プ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
周
知

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
、
設
置
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
へ
の
誘
導
標
識
に
つ
い
て
は
、
施

設
管
理
者
の
許
可
が
必
要
に
な
る
た
め
、
設

置
は
困
難
な
状
況
で
す
。
各
家
庭
で
避
難
所

や
避
難
ル
ー
ト
を
話
し
合
っ
た
り
、
地
域
で

の
防
災
研
修
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❷
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
災
害
時

要
援
護
者
へ
の
配
慮
や
対
応
な
ど
を
定
め
て

り
ま
せ
ん
。
根
本
的
な
解
決
策
と
し
て
岩
出

井
堰
の
高
さ
を
２
ｍ
下
げ
る
よ
う
、
早
期
整

備
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
山
地
排
水

対
策
の
早
期
完
成
や
河
川
の
浚
渫
な
ど
、
適

正
な
管
理
に
つ
い
て
も
、
県
に
促
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❷
当
該
地
域
は
、
昨
年
の
台
風
12
号
に
よ
る

豪
雨
の
際
、
紀
の
川
が
増
水
し
た
結
果
、
前

川
樋
門
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
り
浸
水
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

浸
水
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県

営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
安
楽
川
地
区
）

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
が
完

成
す
る
と
、
現
状
、
前
川
に
流
入
し
て
い
る

集
水
面
積
７
２
．６
９
ha
、
流
量
に
し
て
６
．

８
㎥
／
秒
の
排
水
が
削
減
で
き
、
浸
水
被
害

が
軽
減
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
早

期
事
業
完
了
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
集
中
豪
雨
や
長
雨
に
備
え
、
農

業
用
水
路
等
の
排
水
能
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
既
存
施
設
を
改
修
す
る
「
国
営
総

合
農
地
防
災
事
業
」
も
25
年
度
か
ら
全
体
実

施
設
計
に
入
り
ま
す
。
26
年
度
か
ら
着
工
予

定
で
、
安
楽
川
地
区
も
市
の
重
点
地
域
と
し

て
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浸
水
被
害
の
防
止
・
早
期
復
旧
の

た
め
に
、
排
水
ポ
ン
プ
車
２
台
を
導
入
し
ま

し
た
。
排
水
能
力
は
、
１
台
が
５
㎥
／
分
の

水
中
ポ
ン
プ
を
４
台
装
備
。
も
う
１
台
が
、

同
じ
水
中
ポ
ン
プ
２
台
を
装
備
し
て
い
ま

す
。
こ
の
排
水
ポ
ン
プ
車
２
台
で
、１
分
間

　

災
害
時
は
、「
隣
近
所
同
士
」
や
「
地
域
」

で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
大
き
な
力
を
発
揮

し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
研
修
・
訓
練
を

近
隣
の
組
織
と
合
同
で
実
施
す
る
な
ど
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

❺
現
在
の
体
育
館
を
耐
震
補
強
し
、
避
難
所

は
も
と
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

❻
紀
の
川
市
で
は
、
気
象
警
報
や
緊
急
地
震

速
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
、
Ｊｰ

ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
自
動

で
防
災
無
線
か
ら
放
送
し
ま
す
。

　

放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
は
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
情
報
の
収
集
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◉
豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
対
策

❶
前
川
樋
門
周
辺
の
浸
水
被
害
対

策
の
た
め
、
排
水
機
場
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

❷
前
川
樋
門
周
辺
の
浸
水
被
害
に
関
す
る
市

の
取
り
組
み
は
。

　

今
後
も
、
開
発
指
導
要
綱
の
変
更
は
行
わ

ず
、
事
業
者
と
の
開
発
協
議
で
自
治
区
加
入

な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

❷
紀
の
川
市
で
は
、
24
年
4
月
１
日
現
在
、

１
９
９
の
自
治
区
が
組
織
さ
れ
、
市
全
体
の

世
帯
数
は
２
５
，７
４
１
世
帯
、
そ
の
内
、

自
治
区
の
加
入
世
帯
数
は
２
０
，６
３
１
世

帯
、
自
治
区
加
入
率
は
約
80
％
で
す
。

　

自
治
区
の
組
織
は
任
意
の
団
体
で
す
。
旧

町
単
位
で
組
織
の
形
態
や
市
民
の
意
識
が
異

な
る
た
め
、
自
治
区
の
加
入
に
際
し
、
区
有

財
産
等
の
関
係
な
ど
で
入
区
金
が
必
要
な
自

治
区
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
区
民
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
出

労
奉
仕
な
ど
が
わ
ず
ら
わ
し
い
と
い
う
よ
う

な
意
識
が
大
き
な
障
壁
と
な
り
、
加
入
の

ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
治
区
の
現
状
の
中
で
、
自

治
区
長
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
任
期
が
１
年
と

い
う
自
治
区
が
多
い
中
で
、
区
長
の
役
割
が

十
分
に
熟
知
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

A Q

報告  移動市長室

Q

Q

A

A
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予防接種を受けましょう
３月１日（金）～７日（木）は子ども予防接種週間です。
この期間中、一部の医療機関では診療時間外や土曜・
日曜でも予防接種を受けることができます（要予約）。

時間の都合でまだ予防接種を受けていない人は、この機会を利用
ください。
　また、現在実施中の麻しん・風しん混合（MR）第２期（年長児対
象）・第３期（中学１年生対象）・第４期（高校３年生相当対象）、ジ
フテリア・破傷風混合（DT）２期（小学６年生対象）の接種期限は、
３月 30 日です。早めに接種を受けてください。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829　本庁南別館１階）

感染症

予防
を

献血について知ろう！

Ｑ 
過去に輸血を受けた人は献血で
きないの？

Ａ 
輸血を受けたことのある人は、
献血をご遠慮いただいています。

これは、現在の検査方法で検出できな
いウイルスや未知のウイルス感染を防
ぐことが目的です。あくまでも輸血を
受ける患者さんの安全性を最優先する
ためで､ 輸血歴のある人が､ 何らかの
ウイルスに感染しているとか、病気で
あるということではありません。

２/3 （日） えのき歯科　　　（℡ 63・3763）

10 （日） 滝川歯科　   　　  （℡ 63・0655）

11 （月） 山中歯科医院　     （℡ 64・2379）

17 （日） 井関歯科医院    　 （℡ 62・2223）

24 （日） 加山歯科　　   　  （℡ 77・5655）

３/3 （日） 西歯科医院　　     （℡ 63・5553）

休日歯科当番
（診療時間：午前10時～午後４時）

当番医が変更している場合があります。
問い合わせは、那賀消防組合（℡ 61・1791）へ。25年度各種検診の申し込みを受付中！

　１月下旬、全世帯主あてに「平成 25 年度各種検診申込表」を
送付しました。検診の受診を希望するときは、申込表に必要事項
を記入し、２月 18 日（月）までに健康推進課に返信してください。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

【問い合わせ】
健康推進課  （℡ 77・0829）

■４か月児健康診査
　平成24年11月生まれ対象
　３月６日（水）・13日（水）の午後

受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成24年８月生まれ対象
　３月５日（火）・12日（火）の午後

受付は午後１時～１時30分

■１歳児健康相談
　平成24年３月生まれ対象
　３月21日（木）・22日（金）の午前

受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成23年６月生まれ対象
　３月８日（金）・15日（金）の午後

受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成22年８月生まれ対象
　３月18日（月）・19日（火）の午前

受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成21年６月生まれ対象
　３月７日（木）・14日（木）の午後

受付は午後１時～１時30分

※対象児には、個別通知します
※会場はすべて本庁南別館です

３月の母子保健 ３月の赤ちゃん広場・子育て教室　
◉赤ちゃん広場…０歳児の親子を対象に、赤ちゃ
んの月齢に合ったふれあい遊びの紹介や絵本の
よみきかせ、お母さん同士の交流や育児相談な
どをします。　

◉子育て教室…１歳児・２歳児を対象に、リズム
遊びや製作、絵本のよみきかせなどの活動を通
して、親子でたくさんの友達と交流します。

申し込みは不要です。気軽に参加ください。

■赤ちゃん広場
□０歳児（23 年４月２日以降生まれ）
　３ 月 　１日（金）打田地区　本庁南別館
　３ 月 1 8 日（月）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　３ 月 1 9 日（火）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　※時間は午前 10 時 15 分～ 11 時 30 分（受付は10 時～）
　※母子健康手帳、名札、お茶、着替えを持ってきてください。

■子育て教室
□１歳児（22 年４月２日～ 23 年４月１日生まれ）
　３ 月 　６日（水）打田・粉河・那賀地区　那賀すこやかセンター
　３ 月 　７日（木）貴志川・桃山地区　貴志川保健福祉センター
    ※時間は午前９時 30 分～ 11 時 30 分（受付は９時15 分～）

□２歳児（21 年 4 月 2 日～ 22 年 4 月 1 日生まれ）
　３ 月 　８日（金）貴志川・桃山地区　貴志川保健福祉センター
　３ 月 1 5 日（金）打田・粉河・那賀地区　那賀すこやかセンター
　※時間は午前９時 30 分～ 11 時 30 分（受付は９時15 分～）

※親子とも、動きやすい服装で参加してください。
※名札、タオル、お茶、着替え、帽子、上靴、製作セット（はさみ、のり、クレ
ヨン、水性ペン、セロテープ）を持参してください。
※日程などの変更や中止の場合は、市ホームページやメール配信サー
ビス（http://kinokawa.mail-dpt.jp/で登録）でお知らせします。

【問い合わせ】
子育て支援課（℡ 77・2511　本庁２階）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育所内）
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育園内）

２/20（水） 名手病院 14：30 ～ 16：00

献血日程

那賀休日急患診療所
℡ 77・6410　
日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
※３月10日までは、土・日・祝日の夜間（午後８時
～午後10時）も開設します。
小児は、↓小児救急医療ネットワークへ↓

夜間の小児医療電話相談
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000　毎日午後 7 時～ 11 時

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

小児救急医療ネットワーク
℡ 073・425・8181　
平日夜間は午後８時～翌６時
土・日・祝日の夜間は午後７時～翌６時
休日昼間は午前10時～正午、午後１時～５時

夜
間
や
休
日

　
　
急
病
で
困
っ
た
と
き
は

子育て支援センターは、子育てに関する相談や情報交換、親
子の遊び場、交流の場として、子育てを応援します。気軽に
利用ください。

子育て

応援
を

１月 18 日 １歳８か月児健診
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国
保
年
金
課
は
本
庁
１
階
で
す

高
齢
介
護
課
は
本
庁
２
階
で
す

子ども医療費受給者証の更新
　現在「子ども医療費受給者証」をお持ちの新小学１年生（18 年 4
月 2 日～ 19 年 4 月１日生まれ）が、４月 1 日以降も引き続き子ど
も医療費を受給するためには、「更新申請」の手続きが必要です。
　2 月中旬に、対象児童あてに申請書を郵送します。必要事項を
記入して、直接窓口へ提出するか郵送で申請してください。申請
がないと受給者証の更新ができません。
　更新が認定された場合、３月下旬に新しい受給者証を郵送しま
す。
■提出期限…３月８日（金）
■申請に必要なもの…申請書・健康保険証の写し（対象児童の分）・ 
　印鑑

【問い合わせ】国保年金課（℡ 77・2511　本庁１階）

母子家庭のお母さんに「自立支援給付金」
　母子家庭のお母さんを対象に、就職に必要または有利になる資
格の取得費用の一部を給付します。
■自立支援教育訓練給付金
　資格取得のための通信教育や講座受講に要した費用の２割（上限 
　10 万円）を給付します。
■高等技能訓練促進費
　看護師など、資格取得のための看護学校や専門学校などで修学
　する全期間（上限３年）について、月額 100,000 円（課税世帯の場 
　合は 70,500 円）を限度に給付します。

※対象資格や所得制限など受給要件がありますので、事前に相談
ください。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 77・2511　本庁２階）

介護予防教室　「いきいき元気塾」
　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能向上・栄養改善・口腔ケア・
閉じこもり予防などをテーマに、居宅介護支援センターに委託し、
教室を開催しています。動きやすい服装で参加ください。
■とき…２月 20 日（水）午後１時～３時
■ところ…那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
■テーマ…『口腔機能の向上（口腔ケア）』について 
※前日までに栄寿苑居宅介護支援センターに申し込みください。
※初めて参加する場合、介護認定を受けていない 65 歳以上の人
が対象です。

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援センター（℡75・6888）
高齢介護課  介護予防係（℡77・0980　本庁２階）

正しく理解し、共に生きる

　認知症の「本当」を知ってほしい
認知症講演会

【問い合わせ】高齢介護課  介護予防係（℡ 77・0980）

介護予防のススメ（今月のワンポイント）

　「２日遅れの日記を
　　　　　書いてみよう」

◉と　き…　２月 16日 土　午後１時 30 分～４時 30 分（開場１時～）

　　■ところ…　市役所本庁南別館  「ホール田園」
　　■定　員…　300 人（先着順・申し込み不要）

　　■内　容…　❶長編動画：「毎日がアルツハイマー」  （約 90 分）

　　　　　　　　❷講演：関口祐加監督がアルツハイマー病の母との暮らし・

　　　　　　　　介護について語ります （約 60 分）

（C）2012 NY GALS FILMS

講師／映画監督  関口祐加 さん

共同通信提供

　◉と　き…　２月 24日 日　午後１時 30 分～３時（開場１時～）

　　　■ところ…　粉河ふるさとセンター  小ホール　

　　　■定　員…　100 人（先着順・申し込み不要）
　

　◉と　き…　３月 10日 日　午後１時 30 分～３時（開場１時～）

　　　■ところ…　中貴志コミュニティセンター３階  大集会室　

　　　■定　員…　100 人（先着順・申し込み不要）

「認知症」を「正しく理解」するために講 演

講師／安川診療所  安川修 医師

※両日とも同じ内容の
　講演会です。

映 画

講 演

１月 18 日 １歳８か月児健診

１月 18 日 １歳８か月児健診

【解説】以前、日記をつけてみることをおすすめしました。
その応用編として、２日前・３日前にあったことを思い
出しながら日記をつけてみましょう。
その日にあった出来事を思い出し記憶力を鍛えること
で、認知症の予防につながります。
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今
回
、
追
加
受
け
付
け
を
す

る
「
建
設
工
事
」・「
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」
の
認

定
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
４
月
１
日

～
26
年
３
月
31
日
の
１
年
間
で

す
。

　

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
上
部
に
ア
ド
レ
ス
を

記
載
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
「
物
品
・
そ
の
他
製
造
等
」

の
申
請
受
け
付
け
は
、
６
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
、

広
報
紀
の
川
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
細
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
管
財
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
３
階
）

25
年
度
一
般
・
指
名
競

争
入
札
の
追
加
受
付

　

市
が
発
注
す
る
「
建
設
工

事
」・「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
」
の
入
札
等
に
参
加

を
希
望
す
る
個
人
・
法
人
の
資

格
審
査
申
請
を
、
２
月
１
日

（金）

か
ら
２
月
20
日

（水）
ま
で
、
追
加

受
け
付
け
し
ま
す
。

　

す
で
に
登
録
し
て
い
る
個

人
・
法
人
（
登
録
有
効
期
間
が

24
年
４
月
１
日
か
ら
26
年
３
月

31
日
ま
で
）
は
、
今
回
の
申
請

は
不
要
で
す
。
新
規
に
入
札
等

に
参
加
を
希
望
す
る
個
人
・
法

人
の
み
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
で
交
通
規
制

　

第
７
回
岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
の
た
め
、
交
通
規
制
が
か

か
り
ま
す
。

■
と
き
…
３
月
10
日

（日）
午
前
9

時
～
11
時
40
分
予
定

■
と
こ
ろ
…
広
域
農
道
橋
本
・

岩
出
線
（
府
県
道
62
号
泉
佐
野

打
田
線
か
ら
府
県
道
63
号
泉
佐

野
岩
出
線
の
間
）
と
根
来
寺
周

辺【
問
い
合
わ
せ
】
岩
出
マ
ラ
ソ

ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
℡
62
・
０
３
７
０　

岩
出
市

立
市
民
総
合
体
育
館
内
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
の
結
果（
第
４
回
）

　

24
年
11
月
26
日
～
28
日
に
実

施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
出
品
数
…
11
点

■
落
札
数
…
５
点

■
参
加
申
込
数
…
17
件

■
見
積
額
…
１
３
，
３
０
０
円

■
売
却
額
…
４
３
，
６
１
０
円

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
と

は
、
市
税
滞
納
処
分
の
一
環
と

し
て
実
施
す
る
「
捜
索
」
で
差

し
押
さ
え
た
財
産
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
し
、
そ

の
売
却
代
金
を
滞
納
市
税
に
充

当
す
る
手
続
き
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
収
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

税
金

休
日
の
日
直
業
務

　

新
庁
舎
完
成
後
の
１
月
５
日

か
ら
、
休
日（
土
・
日
・
祝
日
）

の
昼
間
の
日
直
業
務（
出
生
・

婚
姻
・
死
亡
届
な
ど
の
受
け
付

け
）は
、
新
庁
舎（
紀
の
川
市

西
大
井
３
３
８
番
地　

℡
77
・

２
５
１
１
）で
の
み
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
人
事
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
３
階
）

日
曜
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

25
年
１
月
か
ら
日
曜
予
約

サ
ー
ビ
ス
の
予
約
・
証
明
書
の

交
付
は
、
本
庁
舎
（
市
民
課
・

案
内

市
民
税
課
・
収
税
課
）
で
の
み

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◎
日
曜
予
約
サ
ー
ビ
ス
と
は
…

市
役
所
の
執
務
時
間
内
に
必
要

な
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
が
あ
ら
か
じ

め
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
、

本
人
が
日
曜
日
に
証
明
書
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
委
任
状
に
よ
る
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

予
約
の
手
続
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
と
年
末
年
始

は
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
に
証
明
書
の
交
付

を
希
望
す
る
市
民
課
・
市
民
税

課
・
収
税
課
に
、
本
人
が
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
取
り
扱
い
証
明
書
…

印
鑑
登
録
証
明
書
／
住
民
票
／

課
税（
非
課
税
）所
得
証
明
書
／

評
価
証
明
書
／
公
課
証
明
書
／

課
税
台
帳
兼
名
寄
帳
／
納
税
証

明
書

　

く
わ
し
く
は
、
証
明
書
の
交

付
を
希
望
す
る
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
・
市

民
税
課
・
収
税
課
（
℡
77
・

２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

地
籍
調
査
の
登
記
完

了
地
域

　

次
の
地
域
の
地
籍
調
査
の
成

果
に
基
づ
く
登
記
事
務
が
完
了

し
ま
し
た
。

完
了
し
た
地
域
の
字
名

■
名
手
市
場
の
一
部
…
黒
代
、

楠
ノ
木
、
芝
中
、
露
口
、
小
島
、

城
山
、
奥
ノ
谷
（
11
月
30
日
完

了
）

【
問
い
合
わ
せ
】
地
籍
調
査
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
５

階
）市

職
員
の
懲
戒
処
分

　

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、

市
職
員
の
懲
戒
処
分
を
行
い
ま

し
た
。

　

職
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
の

透
明
性
を
高
め
、
市
政
へ
の
市

民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
を
確
保

す
る
た
め
、
懲
戒
処
分
の
公
表

基
準
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

■
被
処
分
者
の
所
属
・
職
名
・

年
齢
…
建
設
部
登
記
課
・
課
長

補
佐
・
43
歳
／
水
道
部
水
道
工

務
課
・
係
長
・
39
歳
／
市
民
部

国
保
年
金
課
・
主
事
・
30
歳

■
処
分
内
容
…
停
職
１
か
月

■
処
分
年
月
日
…
平
成
24
年
12

月
25
日

■
事
実
の
概
要
…
有
印
私
文
書

偽
造
・
同
行
使
の
た
め

　

地
籍
調
査
に
か
ら
み
法
人
の

土
地
の
所
有
者
の
所
在
が
不
明

で
あ
っ
た
た
め
、
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
依
然
、
所
有
者
が
不
明

の
ま
ま
第
三
者
が
作
成
し
た
委

任
状
を
平
成
22
年
２
月
頃
、
職

員
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
地
調
査
が
終
わ
り
県
の
検

査
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
委
任

状
の
押
印
が
無
か
っ
た
た
め
、

職
員
が
購
入
し
た
印
鑑
に
よ

り
、
平
成
22
年
５
月
頃
押
印
し

た
も
の
で
あ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】
人
事
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
３
階
）

市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
わ
び
し
ま
す

　
本
件
に
つ
い
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
深

く
お
わ
び
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
全
体
の
奉
仕
者
た

る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
で

あ
り
、
紀
の
川
市
職
員
と
し
て

恥
ず
べ
き
こ
と
で
誠
に
遺
憾
で

す
。

　
市
政
の
透
明
性
を
高
め
、
職

員
の
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を

促
し
、
不
祥
事
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
、
今
後
、
さ
ら
に
綱

紀
粛
正
を
図
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
信
頼
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
　
紀
の
川
市
長
　
中
村
愼
司

広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ

ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
・
税
金

紀の川市ホームページアドレス
http://www.city.kinokawa.lg.jp/

◉夜間休日の納税・相談窓口
　　　    （収税課・市民税課・国保年金課）

「国民健康保険税、固定資産税・都市計画税、
市県民税、軽自動車税」の納付・納税相談窓口を
◎木曜の夜間（午後８時まで、祝日のぞく）
◎第２日曜（午前９時～午後０時 30 分）に、
本庁１階で開設しています（夜間休日は、本庁
舎正面玄関を施錠しています。北側通用口を利
用ください）。

◉納期限のお知らせ　２月28日 木
◎市県民税・普徴   現随１期・随11期
　　（問収税課・市民税課   ℡77・2511）
◎固定資産税   ４期
　　（問収税課・市民税課   ℡77・2511）
◎国民健康保険税　９期・随11期
　　（問国保年金課   ℡77・2511）
◎後期高齢者医療保険料　８期・随11期
　　（問国保年金課   ℡77・2511）
◎介護保険料　第９期
　　（問高齢介護課   ℡77・2511）

納め忘れはありませんか   
市県民税・普徴（４期・随10期）／国民健康保険税（８期・
随 10 期）／後期高齢者医療保険料（７期・随10期）／介護
保険料（８期）の納期限は１月31日木です。まだ納め
ていない人は、最寄りの金融機関か市役所窓口へお
急ぎください。

税 のお知らせ 
TAX Information

紀の川市
とっておき情報

ラジオ番組

毎週水曜
午後１時30分頃

wbs 和歌山放送で
放送中です。

（1431KHz）

有料広告　くわしくは、広告主に問い合わせください。

広告主を募集しています
     あなたのお店を広報紀の川で PR しませんか（有料）
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関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
1
階
）

市
民
に
よ
る
「
源
流

体
験
会
」

　

～
紀
の
川
の
源
流
・
原
生
林

の
自
然
に
ふ
れ
る
～

　

紀
の
川
の
源
流
、
奈
良
県
川

上
村
の
森
を
訪
ね
、
水
環
境
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

cc
以
下
）は
、市
民
税
課
・
各
支

所
・
鞆
渕
出
張
所

◎
軽
二
輪（
126
　

cc
～
250
　

cc
）と

二
輪
の
小
型
自
動
車（
251
　

cc
以

上
）
は
、和
歌
山
運
輸
支
局（
℡

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
５
）

◎
軽
自
動
車（
四
輪
・
三
輪
）は
軽

自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務

所
（
℡
０
７
３
・
４
３
３
・
４
６

５
５
）

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、
毎
年
５
月
初
旬
に
発
送
し

ま
す
。
口
座
振
替
の
振
替
日
は

納
期
限
日
と
同
じ
で
す
。
口
座

振
替
の
開
始
・
変
更
・
廃
止
な

ど
は
、
４
月
末
ま
で
に
金
融
機

　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議

会
が
、
森
と
水
の
源
流
館
の
協

力
で
源
流
体
験
会
を
実
施
し
ま

す
。

■
と
き
…
３
月
９
日

（土）
午
前
10

時
集
合

■
集
合
場
所
…
森
と
水
の
源
流

館
（
奈
良
県
川
上
村
迫
５
９
０

番
地
２
）

■
内
容
…
「
水
源
の
森
」
散
策

な
ど

■
対
象
…
吉
野
川
・
紀
の
川
流

域
に
在
住
の
水
環
境
に
関
心
の

あ
る
人
（
往
復
約
２
km
の
山
道

を
歩
き
ま
す
）。

■
定
員
…
協
議
会（
12
市
町
村
）

全
体
で
50
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
昼
食

は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
…
２
月
25
日

（月）
ま

で
に
、
政
策
調
整
課
に
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）。
吉
野

川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会
作
成

の
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

政
策
調
整
課
（
℡
77
・
２
５
１

１　

fax 

77
・
４
９
１
０　

本

庁
３
階
）

募
集

住
基
カ
ー
ド
の
取
得

は
お
早
め
に

　

電
子
証
明
書
入
り
住
基
カ
ー

ド
は
、
税
金
の
電
子
申
告
な
ど

に
も
利
用
で
き
ま
す
。
確
定
申

告
の
時
期
に
は
、
窓
口
が
混
み

合
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

税
金

◎
本
人
確
認
の
強
化

　

住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要

領
の
改
正
で
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
取
得
す
る
場
合
の
本

人
確
認
が
強
化
さ
れ
、
確
認
書

類
の
複
数
提
示
（
運
転
免
許
証

と
保
険
証
な
ど
）
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

　

必
要
書
類
な
ど
、
く
わ
し
く

は
市
民
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
は
３
年

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、

発
行
の
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
国

税
の
申
告
な
ど
の
電
子
申
請
や

届
け
出
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

固
定
資
産
税
の
代
表

相
続
人

　

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

の
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
が

亡
く
な
っ
た
時
は
、
通
常
、
法

務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
（
相

続
登
記
）の
手
続
き
を
し
ま
す
。

何
ら
か
の
事
情
で
固
定
資
産
税

の
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
ま

で
に
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、「
代
表
相
続
人
指
定

（
変
更
）届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
届
け
は
、
相
続
人
の
中

か
ら
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
な
ど
を
受
け
取
る
代
表
者
を

指
定
す
る
簡
易
な
届
け
で
、
相

続
登
記
や
相
続
税
な
ど
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
死

亡
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き

は
、「
代
表
相
続
人
指
定（
変
更
）

届
」の
用
紙
を
毎
年
２
月
中
に
、

そ
の
家
族
な
ど
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
届
出
用
紙
は
市
民
税
課

や
各
支
所
に
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
部

に
ア
ド
レ
ス
を
記
載
）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
死
亡
し
た
納
税
義
務

者
が
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

て
、
引
き
続
き
口
座
振
替
を
希

望
す
る
場
合
は
、
届
け
出
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
相
続
人
の
代
表

者
に
よ
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
固

定
資
産
税
係
（
℡
77
・
２
５
１

１　

本
庁
１
階
）

税
金
・
募
集

　　

滞納すると

差し押さえの対象
　　　になります。地方税法の

規定に基づき、
財産を差し押さえします。
問収税課（℡ 77・2511　本庁１階）

納期限を過ぎた税金はありませんか？
TAX Information

　　

　１月下旬に 25 年度の「市民税・県民税申
告書」を送付しました。対象は、24 年中に

「市民税・県民税申告書」「市民税・県民税簡
易申告書、国民健康保険税申告書」を市役
所へ提出した人です。
　申告書は、同封の書き方を参考に記入し
返送してください。書き方がわからない場
合は、市役所の申告会場（広報紀の川１月
号に掲載）で相談してください。
問市民税課（℡77・2511　本庁１階）

■粉河税務署の申告会場
と　き…２月４日月～３月 15 日金
　　　　午前９時～午後５時
　　　　（土・日・祝日除く）
ところ…紀の川市商工会館（粉河駅南）
※前年分の申告書の控えなどを持参くださ
　い。申告会場では納税はできません。
問粉河税務署（℡73・3301　自動音声）

【１月号の訂正】
　14 ページ「いろいろな申告方法や納税方法」
記事内で、eLTax（エルタックス）となっていま
したが、正しくは e-Tax（イータックス）でした。
お詫びして訂正します。

紀の川市ホームページアドレス
http://www.city.kinokawa.lg.jp/

軽
自
動
車
の
手
続
き

は
４
月
１
日
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る
名

義
人
に
１
年
分
を
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
住
所
変
更
な

ど
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
、
車
の
種
類
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
場
所
で
、
す
み
や
か

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
場
所

◎
原
動
機
付
自
転
車
（
125
　

cc
以

下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
自
動
車
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
）、
ミ
ニ
カ
ー（
50

真夏の夜空に
　　　「夢花火」をあげよう！

市民まつりの
スタッフ大募集

確定申告・市県民税申告
申告期限は３月15日金です

　市民まつりは、実行
委員会みんなで考え実
施する、花火を中心に
したイベントです。あ
なたも実行委員会メン
バーになって、いい汗
かきませんか？
　まつりの企画に興味
と意欲のあるみなさん
の参加をお待ちしてい
ます。
■募集期間…随時募集
■対象…市内在住・在勤・通学の人
■活動内容…企画準備、開催、片付けなど
■申し込み…各支所に設置の申し込み用紙に必要
　事項を記入し、郵送・FAX で申し込みください。

問市民まつり実行委員会事務局
　（℡77・2511／FAX79・3928　本庁４階）
　〒649-6492　紀の川市西大井338 
　紀の川市役所　商工観光課内

１
月
号
の
訂
正
…
情
報
ワ
イ
ド
13
ペ
ー
ジ
「
新
庁
舎
な
ど
の
各
課
の
直
通
電
話
番
号
」
の
記
事
内
の
鞆
渕
出
張
所
の

電
話
番
号
は
、
正
し
く
は
「
79
・
０
０
０
１
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

有料広告　くわしくは、広告主に問い合わせください。

広告主を募集しています
     あなたのお店を広報紀の川で PR しませんか（有料）
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東
貴
志　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　

東
貴
志
コ
ミ
セ
ン
→
き
し
べ

橋（
吊
り
橋
）→
東
貴
志
コ
ミ
セ

ン
の
約
９
㎞
を
歩
き
ま
す
。

■
と
き
…
３
月
２
日

（土）
午
前
９

時
～
受
付

※
雨
天
の
場
合
は
３
日

（日）

■
参
加
費
…
１
０
０
円
（
保
険

代
含
む
・
当
日
支
払
い
）

■
申
し
込
み
…
２
月
17
日

（日）
ま

で
に
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

東
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
64
・
３
８
７
７
）
月
・

火
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

生
涯
学
習　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

～
見
た
い
・
知
り
た
い
・
や
っ

て
み
た
い
～
生
涯
学
習
と
文

化
･
芸
術
の
祭
典
「
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、「
見
て
・

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を

作
ろ
う

　

家
庭
教
育
支
援
の
び
の
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
が
が
ア
ク
リ

ル
た
わ
し
作
り
を
指
導
し
ま

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
た
わ
し
を

編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
２
月
21
日

（木）
午
前
10

時
～
正
午

■
と
こ
ろ
…
紀
の
川
市
那
賀
総

合
セ
ン
タ
ー　

２
階
和
室

■
対
象
…
未
就
学
児
の
保
護
者

■
定
員
…
15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
…
１
世
帯
１
０
０
円

（
保
険
代
含
む
・
当
日
支
払
い
）

■
申
し
込
み
…
２
月
15
日

（金）
ま

で
に
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

紀
の
川
市
那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

（
℡
75
・
２
２
２
１
）

聞
い
て
・
や
っ
て
み
る
・
そ
し
て

学
べ
る
」
市
民
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き
…
３
月
16
日

（土）
午
前
９

時
～
午
後
４
時
／
17
日

（日）
午
前

９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
貴
志
川
体
育
館

■
内
容
…
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作

品
展
示
、
子
ど
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
歴
史
体
験
、
公
開
講
座
、

絵
本
作
家
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
。
体
験
ブ
ー
ス
や
イ

ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
、
模
擬
店
も
出

店
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
学
習
課

（
℡
79
・
３
９
０
７　

本
庁
４

階
）公

民
館
へ
行
こ
ら
フ
ェ
ア　

楽
し
く
学
ぶ
ぷ
ち
体
験

　

つ
れ
も
て
い
こ
ら
！
４
つ
の

体
験
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

◉
餅
つ
き
大
会

■
と
き
…
２
月
23
日

（土）
正
午
～

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

■
内
容
…
餅
を
つ
き
、
丸
め
た

後
、
き
な
粉
や
ぜ
ん
ざ
い
で
餅

を
食
べ
ま
す
。

◉
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

■
と
き
…
２
月
23
日

（土）
午
後
１

時
～
（
受
付
正
午
～
）

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

学
習
室
２
・
３

■
内
容
…
写
真
を
飾
り
つ
け　

（
写
真
を
数
枚
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
対
象
…
親
子
や
祖
父
母
と
孫

な
ど

■
定
員
…
30
組（
当
日
先
着
順
）

■
参
加
費
…
３
０
０
円（
材
料
費
）

◉
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

■
と
き
…
２
月
23
日

（土）
午
後
１

時
～
（
受
付
正
午
～
）

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

学
習
室
１

■
内
容
…
風
船
で
天
使
や
動
物

作
り

■
対
象
…
親
子
や
祖
父
母
と
孫

な
ど

■
定
員
…
30
組（
当
日
先
着
順
）

■
参
加
費
…
３
０
０
円（
材
料
費
）

◉
映
画
鑑
賞
会「
お
く
り
び
と
」

■
と
き
…
２
月
23
日

（土）
午
後
１

時
上
映

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

視
聴
覚
室
１
・
２

■
定
員
…
１
０
０
人
（
当
日
先

着
順
）

【
問
い
合
わ
せ
】
打
田
公
民
館

（
℡
77
・
３
１
４
０
）

催
し

公
民
館
へ
行
こ
ら
フ
ェ
ア　

押
し
花
・
折
り
紙
体
験

　

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？

■
と
き
…
２
月
15
日

（金）
午
後
１

時
30
分
～（
受
付
午
後
1
時
～
）

■
と
こ
ろ
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

■
内
容
…
押
し
花
で
自
分
だ
け

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
／
折
り
紙
で
お
雛
様
作
り

募
集

■
参
加
費
…
押
し
花
（
５
０
０

円
）
／
折
り
紙
（
３
０
０
円
）

※
押
し
花
・
折
り
紙
の
同
時
受

講
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
定
員
…
各
20
人
程
度
（
申
し

込
み
先
着
順
）

■
申
し
込
み
…
２
月
12
日

（火）
ま

で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名
・

連
絡
先
を
記
載
）
で
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
℡

73
・
３
３
１
２
／
fax 
73
・
８
３

５
３
）
祝
日
を
除
く

天
文
台
観
望
会　
　

（
西
貴
志
コ
ミ
セ
ン
）

テ
ー
マ
「
木
星
と
そ
の
周
辺
の

星
座
」

　

木
星
が
明
る
く
輝
い
て
い
ま

す
。
そ
の
周
辺
の
星
座
と
木
星

を
見
上
げ
て
み
よ
う
。

■
と
き
…
３
月
２
日

（土）
午
後
７

時
30
分
～
午
後
８
時
30
分
（
天

候
不
良
の
場
合
は
中
止
）

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員
…
20
人　

※
中
学
生
以

下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

■
参
加
費
…
一
般
２
０
０
円
／

高
校
生
以
下
１
０
０
円

■
申
し
込
み
…
事
前
に
電
話
で

申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
２
２
１
１
）
月
・

火
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

平
池
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー

　

家
族
や
友
達
同
士
で
散
歩
が

て
ら
、「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
３
月
10
日

（日）
午
前
10

時
～
正
午
（
受
付
午
前
９
時
30

分
～
）
※
雨
天
の
場
合
は
、
西

貴
志
コ
ミ
セ
ン
で
ゲ
ー
ム
・
豚

汁
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
集
合
場
所
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
…
１
０
０
円
（
保
険

代
含
む
・
当
日
支
払
い
）

■
申
し
込
み
…
２
月
23
日

（土）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
２
２
１
１
）
月
・

火
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

第
５
回
夫
婦
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

■
と
き
…
３
月
17
日

（日）
開
会
午

前
９
時
～

■
と
こ
ろ
…
桃
山
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
紀
の
川
市
桃
山
町

調
月
３
５
３
番
地
２
）

■
参
加
資
格
…
市
内
在
住
の
既

婚
女
性
・
男
性
で
編
成
し
た

チ
ー
ム（
９
人
制
）／
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
・
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

■
参
加
費
…
１
チ
ー
ム
に
つ
き

１
，０
０
０
円
（
当
日
支
払
い
）

■
申
し
込
み
…
３
月
１
日

（金）
午

後
５
時
ま
で
に
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課（
本
庁
４
階
）・
打
田
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
・
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
・
紀
の
川
市
那
賀

総
合
セ
ン
タ
ー
・
桃
山
会
館
・

貴
志
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
申
込
用
紙
で
、

申
し
込
み

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会  

安
積（
℡

77
・
２
９
０
７
）

通
信
制
高
校
で
学
び

ま
せ
ん
か

　

通
信
制
課
程
（
高
卒
資
格
取

得
コ
ー
ス
・
特
定
科
目
履
修

コ
ー
ス
）
と
社
会
人
講
座
の
生

徒
や
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
出
願
期
間
…
３
月
１
日

（金）
～

22
日

（金）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
出
願
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
立
紀
の
川

高
等
学
校
（
℡
０
７
３
６
・
22

・
０
６
１
９
）

募
集
・
催
し

【高齢者叙勲】
旭日単光章（地方自治功労）

土井武彦（西三谷）

 ◉表彰（敬称略）

おめでとうございます大会結果

24年度
近畿・全国スポーツ少年団
剣道交流大会和歌山大会
団体戦（全国予選の部）

暮
ら
し
の
情
報 暮

ら
し
の
情
報

広報紀の川 2013・2　14広報紀の川 2013・2　14

クラシノジョウホウ

優勝   　那賀地方 A チーム
（富谷　平・岡本伊久魅・田中

大樹・喜多優貴・滝本翔太）

有料広告　くわしくは、広告主に問い合わせください。

広告主を募集しています
     あなたのお店を広報紀の川で PR しませんか（有料）
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報
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催
し
・
人
権
作
文

　
ど
う
し
て
差
別
な
ん
か
あ
る
ん
だ
ろ
う
。

差
別
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
人
の
心

を
傷
つ
け
る
も
の
な
の
に
・
・
・
。

　
あ
な
た
は
、
差
別
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
差
別
を
受
け
た
人
の
気
持
ち
が
分

か
り
ま
す
か
。「
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
」

「
人
権
を
守
ろ
う
」
口
で
は
、
こ
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
い
る
け
ど
、
私
達
の
行
動
は
ど
う

で
す
か
。
う
わ
べ
だ
け
の
親
切
で
、
よ
け
い

に
人
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
人
間
は
、
少
し
め
ず
ら
し
い
も
の
を
見
る

と
、
さ
わ
ぎ
た
て
る
。
体
の
不
自
由
な
人
、

少
し
私
達
と
ち
が
っ
た
人
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
い
い
え
、
ぜ
っ
た
い
に

い
る
と
思
う
。
で
も
、
見
ら
れ
た
人
は
、
ど

う
思
う
だ
ろ
う
。そ
の
人
の
家
族
は
？
私
は
、

家
族
の
人
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
。

　
私
の
お
じ
は
、
小
さ
い
こ
ろ
の
熱
が
原
因

で
、一
生
治
ら
な
い
障
が
い
を
も
っ
て
い
て
、

立
つ
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
だ
が
ら
、
車
い

す
に
乗
っ
て
外
に
出
る
と
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら

れ
た
り
、
少
し
笑
わ
れ
た
り
す
る
。
私
は
、

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
人
を
に
ら
ん
で
や
る
。

に
も
。
差
別
が
あ
る
限
り
、
世
界
じ
ゅ
う
の

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
今
、
こ
う
し
て
作
文
を
書
い
て
い
て
も
、

私
だ
っ
て
今
ま
で
気
づ
か
ず
に
人
の
心
を
傷

つ
け
て
き
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
困
っ
て
い

る
人
を
見
て
も
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
事
も
あ
り
ま
す
。

　
で
も
世
の
中
に
は
、
人
の
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
達
が
大
勢
い
ま

す
。
私
の
お
じ
も
、
旅
行
に
つ
れ
て
い
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
み
や
げ
を

も
っ
て
、
う
れ
し
そ
う
に
帰
っ
て
く
る
お
じ

を
見
て
い
る
と
、
私
も
将
来
、
自
分
の
で
き

る
は
ん
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　「
こ
ん
な
お
金
に
な
ら
な
い
仕
事
を
し
て

も
・
・
・
。」
と
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、「
私
達
は
無
理
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
生
活
の
中
で
、
あ
ま
っ
た
時
間

を
み
ん
な
の
た
め
に
使
っ
て
い
る
だ
け
な
ん

で
す
。
少
し
も
し
ん
ど
い
こ
と
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
色
々
と
教
え
て
も
ら
う
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
み
ん
な
同
じ
人
間
な
ん
だ
か
ら
、
み
ん
な

が
幸
せ
に
く
ら
せ
る
よ
う
に
、
だ
れ
一
人
と

し
て
、
苦
し
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
の
な
い
世
の
中
に
、
は
や
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

人
の
気
持
ち
を
知
ら
な
い
で
。一
生
け
ん
命
、

生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
・
・
・
。
お
じ

の
気
持
ち
を
、
考
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

　
お
じ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
死
に
た

い
」
っ
て
思
っ
て
し
ま
う
人
だ
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
で
も
、
ど
ん
な
に
障
が
い
を

も
っ
て
い
て
も
、人
間
は
人
間
で
す
。
人
は
、

生
き
る
権
利
が
あ
る
ん
で
す
。
幸
せ
に
な
る

権
利
が
あ
る
の
で
す
。

　
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
人
だ
っ
て
、
や
ろ

う
と
思
え
ば
な
ん
だ
っ
て
で
き
る
。
手
が
使

え
な
く
っ
た
っ
て
絵
を
か
く
こ
と
が
で
き

る
。
動
け
な
く
っ
た
っ
て
、
夢
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
私
達
を
う
わ

ま
わ
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
っ
て
で

き
る
。

　
行
動
を
お
こ
さ
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら

な
い
。
だ
れ
一
人
と
し
て
、
自
分
に
関
係
な

い
な
ん
て
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
も
、

い
つ
障
が
い
を
も
つ
人
間
に
な
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
。
が
ん
ば
っ
て
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
人
も
い
る
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
考
え

な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
の
た
め

23
年
度   

差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
　
◎
佳
作

な
く
な
れ
差
別

人
権

作
文

中貴志小学校６年

  口井将一くん

※原文のまま。口井くんは、
中学１年生に進学しています

多数の応募の中から審査した結果、
次の作品が選ばれました。（敬称略）

■腕自慢部門
最優秀賞「いつか私も…」　林　祐次　　   
優秀賞「見つめ合う二人？」　中道克巳
優秀賞「吉日」　吉野菊夫　　  
入選「嫁入りの朝」　林　祐次　　　
入選「旅立ちの時」　中道克巳　　　　

■腕だめし部門
最優秀賞「厳粛なムード」　山田さよ子            
優秀賞「青洲さんまでとんでいけ～。」　満田千香   
優秀賞「時代行列」　山田繁行
入選「とってあげる！せいしゅうくんとなっちゃん」
　　　満田陸斗
入選「どっかの　おいやん、ありが Zzzz……」
　　　西谷泰彦

入賞作品は、３月 29 日まで青洲の里フラワー
ヒルミュージアムロビーに展示しています。

～ようおこしなして～

青洲まつり2012
フォトコンテスト

審査
結果

　「伝統と歴史の街」粉河の早春の行事と
して、多くの人々に愛され親しまれてい
る「紀の川流し雛」。お姫様を先頭に、華
やかな大行列と、水面に映える色とりど
りの流し雛が、浅き春の夢幻の世界へみ
なさんを誘います。

■と　き…３月３日 日 午後１時～　

■ところ…粉河寺 
　　　　　中津川河岸（粉河支所前）
■内　容
　◉祈願祭（粉河寺境内）
　◉大行列（とんまか通り）
　◉雛流し（粉河支所前）

【問い合わせ】
粉河ふるさとセンター（℡73・3312）

　紀の川市は、「食育のまち紀の川市」として
豊かな農産物や食文化を活かしたまちづくり
に取り組んでいます。みんなで楽しく、おい
しく、食育を考えてみよう！

■と　き…３月３日 日
　　　　　午前 10 時～午後３時　

■ところ…粉河ふるさとセンター
■内　容…食育に関する展示
　　　　　クイズ・調理などの体験コーナー
　　　　　安全安心農産物・加工品の販売
　　　　　Fun×Famコンサート
　　　　　紀の川市吹奏楽団コンサート

■その他…荒天時は内容を一部変更する場合が
　　　　　 あります。
　　　　　　

【問い合わせ】
紀の川市食育推進会議事務局

（℡ 79・3902 ／農業振興課内／本庁４階）

春を招く風物詩
紀の川流し雛

　世界初となる、全身麻酔下での乳がん摘出
手術に成功した医聖「華岡青洲」と江戸の科学
について講演します（申し込みが必要です）。

■と　き…３月２日 土午後１時 30 分～　

■ところ…青洲の里　多目的ホール
■内　容…「華岡青洲と江戸のテクノロジー」
　　　　　講師　鈴木一義さん（国立科学博物館）

■定　員…50人（申し込み先着順）

■申し込み…電話で申し込んでください
　　　　　　（平日の午前９時～午後５時）
　　　　　　

【問い合わせ・申し込み】
医聖華岡青洲顕彰会事務局

（℡ 79・3907 ／生涯学習課内／本庁４階）

講演会
「華岡青洲と
江戸のテクノロジー」

食育のまち紀の川市
紀の川市食育フェア
　～たのしい、おいしい
　　　　「食」を育む　きのかわ市～
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困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃貴志川交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 63・0110

℡ 61・0119

℡ 63・0100

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会
が行う心配ごと相談などは「福祉きのか
わ」を見てください。

   ↓市役所の電話番号案内  （8：45～17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、水道、浄化槽、飼い犬、
ごみに関すること、健康診断、母子手帳、
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、地域巡回バス、統計調査、入
札、災害に関すること、農業、林業、観光、
商業、小・中学校、成人式、文化財、青少
年健全育成、生涯スポーツ、市営住宅、道路、
河川、開発、下水道、地籍調査など

■粉河支所　℡ 73・3311
各種申請手続きなど

■鞆渕出張所　℡ 79・0001
各種申請手続きなど

■那賀支所　℡ 75・3111
各種申請手続きなど
那賀地区のし尿収集など

■桃山支所　℡ 66・1100
各種申請手続きなど

■貴志川支所　℡ 64・2525
各種申請手続きなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 77・2511）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター
■青少年センター

℡ 77・0828
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 77・2511
℡ 77・2511
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273
℡ 64・9888

被害者支援無料相談
　

　弁護士・臨床心理士・犯罪被害相
談員が、犯罪や交通事故などの被
害者や親族を支援するため、電話
相談・面接相談に応じます。  

■とき…２月９日（土）
　　　　午前 10 時～午後４時
■ところ…橋本市教育文化会館
　（橋本市役所北隣／橋本市東家１
　丁目）
■相談電話番号（当日専用）…
　℡ 0736・39・3001
※面接相談を希望する場合は、事
　前に電話予約（℡ 073・427・1000）
　してください。
問紀の国被害者支援センター
　（℡ 073・427・1000）

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

３
月
６
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

紀
の
川
市
那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

第
2
会
議
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
２
月
20
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
ど
の
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
3
月
12
日

（火）
午
後
１
時
～
３
時

　

貴
志
川
支
所
１
階
相
談
室

○
３
月
13
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

粉
河
支
所
３
階
Ｅ
会
議
室

○
３
月
21
日

（木）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
１
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
人
権
啓
発
推
進

課
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
ど
の
会

場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
２
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

貴
志
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
室

○
３
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相

談
室

○
４
月
10
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

古
和
田
会
館
学
習
室

子
ど
も
・
青
少
年

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
子
育
て
支
援
課
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
や
、
児
童

虐
待
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
25
年
１
月
か
ら
相
談
場
所
を
本
庁

舎
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

い
ず
れ
も
、
平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
直
接
来
所
や
電
話

で
相
談
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
５
３
１
２（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

■
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
１
３
・
３
２
０
０
（
和

歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ラ
リ
ス
）
水
曜
を
除
く
平
日
の
午

前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
、
水
曜
は
午
後
の
み

■
小
児
成
育
医
療
支
援
室

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
２
６（
県
立

医
科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室
）

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
、
子
育
て

の
悩
み
、
学
校
で
の
問
題
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
青
少
年
の
い
じ
め
や
非
行
問
題
に

関
す
る
相
談

℡
０
７
３
６
・
６
４
・
９
８
８
８（
紀
の

川
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
休
日
の
小
児
医
療
電
話
相
談
と
、

夜
間
・
休
日
の
病
院
案
内
は
、６
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
火
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
要
予
約
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
電
話
予
約
必
要
）

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
維
持
や
向
上
、
安
心
で

き
る
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
こ
う
の
と
り
相
談（
面
接
相
談
）

℡
61
・
０
０
４
９
（
岩
出
保
健
所
）

　

産
婦
人
科
医
師
が
不
妊
相
談
に
応

じ
ま
す（
要
予
約
）。

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
・
不
登

校
・
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０（
県
難

病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１（
難
病
連
家
族
会
き

ほ
く
）平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
労
働
者
の
健
康
相
談

℡
０
７
３
６
・
４
２
・
２
５
０
２
（
伊

都
・
那
賀
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

産
業
医
が
、
小
規
模
事
業
所
で
働

く
人
の
健
康
相
談
を
無
料
で
行
い
ま

す（
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
要
予
約
）。

と
き
…
３
月
４
日

（月）
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
…
勝
田
胃
腸
内
科
外
科（
粉

河
）就

職
■
巡
回
職
業
相
談　

２
月
19
日

（火）

　

相
談
員
が
就
職
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
井
阪
文
化
会
館
（
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分
）
／
○
紀
の
川
市
那
賀

総
合
セ
ン
タ
ー
（
午
後
１
時
～
２

時
）
／
○
古
和
田
会
館
（
午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分
）

℡
77
・
２
５
１
１　

商
工
観
光
課

■
障
害
者
の
就
職
相
談

℡
61
・
６
３
０
０
（
岩
出
紀
の
川
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
要
予
約

　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
に

那
賀
支
所
１
階
相
談
室
で
相
談
・
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

消
費
生
活

■
紀
の
川
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

架
空
請
求
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

℡
77
・
２
５
１
１
（
本
庁
南
別
館
２

階
相
談
室　

く
ら
し
の
窓
口　

問
商

工
観
光
課
）

毎
週
水
曜
の
午
後
１
時
～
３
時

※
25
年
１
月
か
ら
相
談
場
所
を
本
庁

南
別
館
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
、
消
費

者
問
題
の
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
本
庁
南
別
館
２

階
相
談
室　

問
商
工
観
光
課
）

第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時

※
25
年
１
月
か
ら
相
談
場
所
を
本
庁

南
別
館
に
変
更
し
ま
し
た
。

℡
62
・
２
１
４
１
（
岩
出
市
役
所
２
階
）

第
２
・
４
火
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
の
ペ
ー
ジ
の
「
平
日
」
と
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
～
金
曜
日
の
こ
と
で
す
。
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わたしのまちの文化財

文化財21
　
と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

開館
状況

情報

打
田
図
書
館
（
℡
78
・
20
10
）

粉
河
図
書
館
（
℡
73
・
33
12
）

那
賀
図
書
館
（
℡
75
・
45
00
）

桃
山
図
書
館
（
℡
66
・
96
78
）

２月

金

土

日

月

 1
 2
 3
 4

３月

　

粉
河
寺
は
宝
亀
元
年

（
７
７
０
）、
大

お
お
と
も
の伴
孔く

じ

こ

子
古
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の

第
三
番
札
所
と
し
て
栄
え
ま
す

が
、
天
正
十
三
年（
１
５
８
５
）

の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
紀
州
攻
め

で
大
部
分
の
堂
舎
を
失
い
ま

す
。

　

そ
の
後
、
領
主
の
藤
堂
高
虎

を
始
め
、
崇
拝
者
の
勧
進
な
ど

で
仮
堂
を
建
設
し
ま
す
。
徳
川

の
世
に
な
る
と
仮
堂
の
金
堂
は

度
々
火
災
で
焼
失
し
ま
す
が
、

紀
州
藩
藩
主
の
祈
祷
の
お
布
施

や
寺
僧
な
ど
の
協
力
に
よ
り
再

興
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
正
徳

3
年（
１
７
１
３
）に
は
ま
た
も

火
災
に
遭
い
、
金
堂
の
ほ
か
千

手
堂
な
ど
も
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
す
。
再
度
資
金
調
達
を
行
い

造
営
を
行
っ
た
の
は
享
保
5
年

（
１
７
２
０
）で
し
た
。

　

こ
の
本
堂
を
再
建
し
た
の

は
、
粉
河
寺
門
前
の
大
工
集
団

で
す
。
金
堂
焼
失
の
翌
年
の
文

書
か
ら
当
時
の
大
工
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
堂

建
築
に
つ
い
て
「
大
工
方
定
書

覚
」
で
は
、
大
工
仕
事
上
の
規

律
が
細
部
に
わ
た
り
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
工
た
ち
は
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
を
し
、

朝
食
・
昼
食
は
提
供
さ
れ
ま
し

た
が
、
飲
酒
は
禁
止
で
し
た
。

ま
た
指
定
時
間
外
に
た
ば
こ
を

吸
っ
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
ら

罰
金
で
、
せ
っ
た
ば
き
で
木
材

を
踏
む
こ
と
、
寺
内
で
唾
を
吐

く
こ
と
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
厳
禁

で
す
。
釘
は
貴
重
で
あ
っ
た
の

で
、
何
箇
所
に
何
本
と
定
め
て

残
り
釘
は
必
ず
返
却
し
、
帰
宅

時
は
残
り
釘
が
な
い
か
調
べ
ら

れ
ま
し
た
。
寺
の
資
金
が
集
ま

ら
な
い
と
き
は
、
給
料
が
一
か

月
か
ら
一
年
と
遅
れ
て
も
異
議

申
し
立
て
で
き
ず
、
本
当
に
厳

し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

粉
河
寺
の
本
堂
は
、
西
国

三
十
三
所
観
音
巡
礼
札
所
の
中

で
も
指
折
り
の
大
き
な
建
物
で

す
。
何
度
も
火
災
に
遭
い
ま
し

た
が
そ
れ
で
も
皆
の
協
力
で
再

建
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の

人
々
の
思
い
を
考
え
巡
ら
し
な

が
ら
拝
観
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
文

化
財
保
護
委
員
会
（
℡
79
・

３
９
０
７　

生
涯
学
習
課
内
）

幕末に生きた女性…新島八重  
著者名／出版社名／所蔵図書館名

火災からの再建

開館時間…打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名
□しょうがの味は熱い／綿矢りさ／文藝春秋／那賀
□新種発見！こびと大研究／なばたとしたか／ロクリン社／貴志川
□上手な医者のかかりかた／楊浩勇／ダイヤモンド社／粉河
□世界一シンプルな確定申告の本／本田浩子／日本文芸社／打田
□えんぎもん／青山友美／風濤社／桃山

■読み聞かせの予定
打田図書館 2 月 10 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）

2 月 15 日（金） AM 9 ：45 ～ おはなしのくに（赤ちゃん向け）
粉河図書館 2 月 16 日（土） PM 1 ：30 ～ よみきかせのかい
那賀図書館 2 月 23 日（土） AM 10：30 ～ おはなしれっしゃ
貴志川図書館 3 月 3 日（日） AM 10：00 ～ おはなしのへや

幕末銃姫伝　

藤本ひとみ／中央公論新社／打田
幕末動乱の中、佐久間象山、勝海舟に師事した兄
の薫陶を受け、砲を学び、銃を手に敢然と鶴ヶ城
の戦いに挑んだ若き女性の物語。

わたしのまちの文化財その  　　粉河寺本堂○65

N

粉河寺大門

中津川
大門橋

７

長
屋
川

旅館

茶屋

粉河寺

秋
葉
公
園

「南
な ん き

紀補
ふ だ ら く さ ん

陀落山粉
こ か わ で ら

河寺四
し い し

至伽
が ら ん の ず

藍之図」や「粉河寺旧記」
によると消失前の金堂に接して礼

ら い ど う

堂が建てられ、参拝者
が土足のまま入る部分の礼堂と本尊を安置する金堂がひ
とつにまとめられたことで、いまのような大建築になっ
たと考えられます。二重に折り重なる複雑なその屋根は、
2 つの堂をまとめた経緯を示しています。
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 6
 7
 8
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10
11
12
13
14
15
16
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23
24
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26
27
28

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

新島八重 ハンサムな女傑の生涯

同志社同窓会／淡交社／貴志川
夫・新島襄をして、「ハンサム」と言わしめた彼女
の生涯を７つのテーマで追う。

八重と新島襄

保阪正康／毎日新聞社／粉河
「ハンサム・ウーマン」「会津のジャンヌ・ダルク」

と評された新島八重と、その夫で同志社の創立者・
新島襄の人生の軌跡を辿る。

古い雛人形を探しています

毎年、旧名手宿本陣では旧暦のひな
祭りの時期に、雛人形を展示してい
ます。特に明治以前の雛人形を探し
ています。心当たりのある人は生涯
学習課文化財係（℡ 79・3907）に連絡
ください。

★

１
月
号
西
田
中
神
社
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
…
現
在
の
氏
子
は
中
井
阪
・
花
野
・
田
中
馬
場
・
西

大
井
・
尾
崎
・
畑
野
上
・
西
井
阪
の
７
地
区
で
す
。西
井
阪
地
区
は
戦
後
氏
子
に
な
り
ま
し
た
。

貴志川図書館（℡
64

・46
14

）

※お知らせ…那賀図書館の電話番号が℡ 75・4500 に変更になりました。
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平成25年紀の川市成人式
　1 月 13 日（日）、粉河ふるさとセンターで平成 25 年紀の川市成人式が開催
されました。晴れ着やスーツ姿の新成人 621 人が出席し、記念写真を撮り合っ
たり、友人同士で談笑したりして、会場は華やかな雰囲気に包まれました（写
真上部）。
 式典では、成人式実行委員長の嶋田冴夏さんが「今日という日が、皆様にとっ
てかけがえのない思い出となるよう心から願っています」とあいさつを述べま
した（写真右）。
　また、新成人を代表して、増井朋子さんが「晴れの門出に立ち、大人の責任
と義務があるということを忘れず、大人という自覚を持って社会人として歩ん
でいきたい」と決意を述べました（写真下）。

■市民の安全を守ります 　1/6

　桃山グラウンドで、紀の川市消防団出初式が挙行
されました。各方面隊長以下団員 1,379 人、消防
車両 122 台が集結し、消防団員としての職責の自
覚を新たにし、消防・防災に対する強い決意を示し
ました。谷団長は「今年も地域の安心安全のために、
団員一丸となって消防活動の推進に取り組む」と訓
示しました。河川敷では、車両の分列行進や一斉放
水を行い、火事や災害のない一年になることを願い
ました。

■新庁舎の業務を開始　

　１月４日から、これまで那賀、粉河、桃山、貴志
川に分散していた６部 25 課を集約した市役所新庁
舎の業務を開始しました。市民利用の多い窓口部門
を１、２階に配置し、キッズコーナーや総合案内係
がエントランスで窓口案内をするなど、使いやすい
庁舎をコンセプトにしています。各支所、出張所で
は従来どおり、証明書発行などの窓口業務を行って
います。（土日祝日の昼間の日直業務は本庁舎での
み実施しています）

■表情豊かな「はにわ」たち　12/22

　モノ作りを通して地域の歴史に関心を寄せてもら
おうと、歴史民俗資料館で歴史体験教室「はにわ作
り」が開催されました。参加した小学３～６年生の
21 人は、市内で発見された古墳や古墳とはにわの
関係などについて勉強した後、はにわ作りを開始。
参加者は真剣な表情で、自分オリジナルの「はにわ」
を作り上げました。「粘土が柔らかくて、形を作る
のが難しかったけど、出来上がりには大満足」と長
尾匠磨くん（小４）は笑顔で話してくれました。

世界にひとつの「はにわ」が
完成しました。

■七草で無病息災を 　1/6

　青洲の里で開かれた、新年恒例の「七草粥まつり」。
春林軒内のかまどで炊いた七草粥が振る舞われ、大
勢の人たちで賑わいました。七草粥は正月の７日、
その年の無病息災を願って食べられます。正月のご
馳走で疲れた胃腸をいたわり、冬場に不足しがちな
栄養を青菜から補給するという効用もあります。ま
た春林軒の前では、小麦を実のまま、もち米に入れ
る郷土料理「ぼろそ餅」が、杵

き ね

と臼
う す

で豪快に作られ、
訪れた人たちの目と舌を楽しませました。
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人口　67,000 ／世帯　25,878
　男　31,860 ／　女　35,140

　　　　

草花たちを鮮やかなままで

大
お お つ か

塚あけみさん ＠押し花教室

　乾燥させた小さな花びらや葉っぱなどを、ピンセッ
トでひとつずつキャンバスに乗せていくと、まるで
絵のような作品ができあがります。
　元々花が好きな大塚さん。自宅でたくさん育てて
いるうちに、このきれいな花たちを押し花にできな
いかなと思ったのが、押し花教室に参加するきっか
けでした。
　草花を、作品の中でいつまでも鮮やかなままの姿
で残すことのできる押し花。季節ごとに摘める草花
が違いますが、年中どの季節の花も使えるのが押し
花の魅力です。
　でも、「やっぱりいろんな花が咲く春が一番楽しみ
です」と話す大塚さんは、春の訪れを心待ちにして
います。　　

◎押し花教室
現在 13 人が所属。月２回（土日のどちらか）
午前９時から午後４時まで活動。初心者でも気
軽にチャレンジできます。文化祭での展示と年
１回（６月頃）に粉河ふるさとセンターで作品
展を開催しています。
※ P14 に公民館へ行こらフェア「押し花・折
り紙体験教室」の案内を掲載しています。
問押し花教室　℡ 0736-79-3540（児玉）

これに
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化活動を楽し
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